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デジタル化する目的

◆親交会会長の交代（2025年４月）
・班役員会をほぼ毎月開催
・執行部役員は班役員会開催のため事前に執行部会
を開催するため月２回集まることになる
・会長が執行部宅に出向き打合せすることも

◆デジタル化する目的
・会長、執行部役員の負担軽減
・活動の見える化



デジタル化のための準備

◆執行部役員の打合せをオンラインでやりたい

◆誰でも手軽にできるツール

◆ランニングコストが不要

◆回覧板（通常の）をより多くの方に周知したい

◆プライバシーの保護は重要

◆未会員の方にも活動を発信したい

◆会長および執行部の仕事を共有したい



デジタル化にした流れ

４月 執行部でLINEグループをつくる

デジタル回覧板を立ち上げる

５月 出前スマホ講座を開催（LINE基礎、登録方法）

認定・埼玉県指定メイあさかセンターに依頼
シニア向けスマホ教室を継続的に開催や市庁舎での個別相談会の実績
たまサポによる和光市の自治会長向けスマホ講座の実績からお声がけ

９月 出前スマホ講座第２弾を開催（PayPayアプリ登録）

10月 緑ヶ丘PayPay祭り開催（市の事業を後押しする）
朝霞のお店を応援しよう～PayPay20%ポイント還元キャンペーン



緑ヶ丘デジタル回覧板 （登録者令和７年12月現在 156名）

・LINEオープンチャットを利用

・無料範囲での利用

・プライバシーの保護重視（匿名性）

・登録者同士でつながることができない

・不正書き込みを管理者が削除できる

・執行部役員からも発信ができる

・途中登録でも過去の投稿を見ることができる

発信、投稿の参考

・回覧板でまわす資料を投稿

回覧板を見逃しても情報共有

・行事の案内、様子がわかる写真投稿

・朝霞市の情報等を投稿
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デジタル化の成果と課題
◆スマホ講座を町内会で開催はありがたい
◆学ぶ場が町内会という身近にあることは嬉しい
◆出前スマホ講座を利用で会長の負担軽減になった
◆デジタル回覧板から新会員となった
◆デジタル回覧板に高校生や子供会の登録多い

◆デジタル回覧板のさらなる周知啓発
◆会館利用申請のデジタル化
◆町内会費のデジタル化
◆会計担当の負担軽減
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ご清聴ありがとうございました


